































































































































































































































































































































































































































































































6，167 合　　　　　　　計 6，167 輌
　掴益計算欝
明治畔李二曜‡一日




























































































































































































































































































































































































































































































































































































利　　　　益 損　　　　失 利　　　益 損　　　　失
貸付金利息 預金利　息 利　　　　息 利　　　　息
有価証券利息 借用金利息 割　　引　　料 割　　引　　料
受入雑利息 支払雑利息 手　　数　　料 手　　数　　料
株式配当金 再割引　料 有価証券利息 外国為替売買損
受入手数料 戻割　引　料 株式配当金 何売　買　損
外国為替売買益 支払手数料 外国為替売買益 滞貸金錆却
何売買　益 外国為替売買損 何売買　益 有価証券価額錆却
何償還益 何売　買　損 何　償　還益 税　　　　金


































































































































































































































































































































































































計 735，000 計 735，000
当期未処分利益（金）計算書
自　平成3年4月1日　　至　平成4年3月31日
円 円
（
会
計
報
告
書
）
1．前期未処分利益（金）
il．利益（金）処分額
1．利益準備金
2．配　当　金
3．役員賞与金
4．任意積立金
　　　前期繰越利益（金）
皿．処分財源期中増加高
1．中間配当積立金取崩高
　2．何積立金戻入高
0
0
0
0
n
U
O
O
n
U
O
O
ハ
U
O
O
O
n
U
O
9
白
0
9
白
∩
δ
　
2
15，000
N．処分財源期中減少高
1．中間配当金
2．利益準備金
20，000
2，000
V．当期（純）利益（金）
　　　当期未処分利益（金）
350，000
△270，000
80，000
15，000
95，000
△　22，000
73，000
370，000
443，000
57
を今期末に作成の「当期未処分利益（金）計
算書」の冒頭で報告しようという訳である。
現行商法は，この種の報告・開示を要求して
いないが，一部の株式会社では，利益金処分
の確定・実施の内容を各株主に別途に郵送し
報告しているようである。これを「会計報告
書」として制度化することになる。さらに，
この計算書の採用によって「利益金処分財源
調整計算」の領域を「利益金処分議案」の冒
頭に掲示する必要がなくなるから，同議案は
純然たる「会計報告外意見」ということにも
なる。片野博士のかねてからの持論である
「会計記録に立脚した（博士の云うアカウンタ
ビリティの裏付けのある）会計報告書」と「会
計記録に基づかない（博士の云うアカウンタビ
リティの裏付けのない）会計報告外意見」とを
峻別して混同しないとする主旨を100％達成
するためには，前掲の「合理化図」のような
中途半端な改正では不十分であり，制度その
ものの全面的な改正を考えざるを得ないので
はあるまいか。
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